


















































































































































のフードコート、地下 1 階の全国銘菓アリバイ横丁、 1 階の甘辛のれん街などである。
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第332回　研究発表会（2019年10月30日）
前　段〔司会：孫　飛　舟 教授〕
1．発表者　岡田　孝浩 助教
2．演　題　ワイン飲用者による購入時の選択基準の一考察─ワイン購入者調査データ
を基に─
3．要　旨
ワインの飲用者による購入時の選択基準として、どのような要因があるのかについて、ワイン購入者を
対象に実施したインターネット調査のデータ結果を基に報告を行った。
日本のワインの飲用市場規模は、日本で飲用されるアルコール飲料全体の約4％である。日本のアルコー
ル飲用市場の特徴としては、世界各国で飲用されるワインやビールに加えて、日本を代表する「日本酒」
「焼酎」「ジャパニーズ・ウイスキー」などが存在する。消費者は、店頭で試飲などを通して手軽に購入す
ることができる機会があることから、日本のアルコール飲用市場は「多種飲化」の市場ではないかと考察
している。この「多種飲化」とは、アルコール飲料のカテゴリーが多いことから、消費者は、食事時や飲
用シーンにおいて、各カテゴリーからその場にあったアルコール飲料を選択している。このアルコール飲
料を購入する際の消費者の選択基準には、どのような要因があるのかについて報告を行った。
ワインの飲用タイミングにおいては、まず初めに「ビール」、そして「酎ハイ」・「日本酒」・「ワイン」の
準に飲用されている。情報収集や購入先としては、スーパーマーケットを中心した店頭購入であった。日
本の飲用シーンにおいては、バラエティー・シーカー（異なるものを選ぶ傾向が強い人）の傾向が高いと
考察する。日本のワイン飲用市場が約 4％である要因が、日本のアルコール飲用市場の特徴である「多種
飲化」の傾向ではないかと推察している。
本報告テーマである「データを基にしたワイン飲用者の購入時の選択基準」についての詳細は、多変量
解析を用いて、統計的な視点から分析を行い論文にて明らかにする予定である。
この度は、商経学会で報告の機会をいただき、誠にありがとうございました。
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会　　報
第332回　研究発表会（2019年10月30日）
後　段〔司会：石上　敏 教授〕
1．発表者　増田　正子 特任教授
2．演　題　織田作之助『夫婦善哉』を読む─柳吉・蝶子の人物造型を中心に─
3．要　旨
『夫婦善哉』には都市論や食をからめた論考など多くの先行研究があるが、本発表は、柳吉・蝶子の人
物造型を中心に考察する。
柳吉・蝶子の命名は植物・動物を連想させ、蝶子の両親の種吉・辰子と同様に「頼りない男」と「甲斐
性のある女」の組み合わせである。その関係は共依存的といえるが、根源には二人の劣等意識が関与して
いる。柳吉は吃音（音声コミュニケーション）で、蝶子は識字（文字コミュニケーション）にやや問題が
ある。二人の言語コミュニケーションの危うさが、身体コミュニケーションに移行し、柳吉は独自の味覚
の追求や義太夫（浄瑠璃）に向かい、蝶子は柳吉への「折檻」となる。
二人の関係（蓄財・放蕩・折檻・家出・帰宅）は反復され、最後に「折り合い」を見せるが、柳吉の父
の死が変化点であると考える。蝶子の自尊心を支えるものは、柳吉を一人前の男に仕立て、柳吉の父に認
められることであった。また、柳吉は長男として父は乗り越えるべき対象であったが、図らずも父の死に
よっていわゆる「父殺し」がなされる。蝶子は葬儀に呼ばれなかったことに絶望して自殺未遂をはかるが、
柳吉により偶然発見され命をとりとめる。この作品において、いくつかの死（蝶子の母、柳吉の前妻、父）
や自然災害（関東大震災）が描かれるが、二人は生き延びる。二人の共生を支えるものが「二」での折り
合いである。結末部の「二」の多用（夫婦ぜんざいの説明、二ツ井戸の天牛書店の二階広間、素義大会の二
等賞）は、まさに二人の関係性を示すとともに、作者自身の「一流」「権威」に対する反抗としての「二」
であろう。
作品と浄瑠璃の二作品との関連については今後の課題としたい。浄瑠璃の多くは別離・心中といった悲
劇的世界が描かれるが、本作品では反転され、喜劇的であり二人は共生する。「共食」のエロス（生への欲
動）と「折檻」に代表されるタナトス（死への欲動）の反復であり、浄瑠璃のパロディと言える。
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第333回　研究発表会（2019年11月27日）
前　段〔司会：梅野　巨利 教授〕
1．発表者　城間　康文 助教
2．演　題　泡盛酒造事業の成長プロセスに関する一考察：戦後に離島で創業した事例
をもとに
3．要　旨
本報告は、泡盛産業における後発企業の成長プロセスを取り上げ、経営戦略の意義を探るものである。
沖縄では、地上戦、米国統治、本土復帰など固有の環境変化があった。このような環境変化の中、経営
者は泡盛酒造所をどのようにマネジメントしたのか、日本企業の経営学研究として明らかにする余地は決
して小さくないと考えられる。
そこでわれわれは、離島で創業した久米島の久米仙に注目して、その成長プロセスを明らかにした。そ
の特徴は以下のようにまとめることができる。
⑴沖縄本島へ進出する際、地元久米島出身者の多い集落や地域で泡盛を無料提供し、顧客を獲得したこ
と。⑵1975年、沖縄国際海洋博覧会の開幕に伴う「沖縄ブーム」によって、泡盛の需要が増え、大手酒造
所は売り切った。しかし、久米島の久米仙は良質の泡盛を残していたことで売上と評価を高めたこと。⑶
製造設備の増強や製法の改善を継続的に図ってきたことで、1977年の泡盛鑑評会で金賞を受賞し、認知度・
知名度を高めたこと。成長プロセスにおける主なポイントとして、これら 3 つを指摘することができる。
経営戦略論からその意義を検討すると、①本島進出時、橋頭堡づくりにおける集落や地域の役割、②変
化先取り的な環境適応の 2 つが重要と思われる。
①販売先として本島市場へ参入する際、地元久米島出身者の集落・地域をターゲットとした。そこで泡
盛を無料で提供し、顧客を増やしていった。この顧客づくりは販路開拓における集落の重要性を示すもの
である。
②75年、泡盛の需要が急増したが、その数年前から、久米島の久米仙は法人化や、工場の増設、品質の
向上、さらに製造後の貯蔵を行ってきた。つまり、環境変化を先取りし、準備に時間のかかる取り組みを
計画的に進めてきたと言えよう。需要増の見込みが外れる可能性もあったが、泡盛市場の急成長期に離島
の後発企業が工夫を重ねて、先発企業に追いつき、追い越したと考えられるのである。
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会　　報
第333回　研究発表会（2019年11月27日）
後　段〔司会：西岡　尚也 教授〕
1．発表者　宮坂　朋幸 准教授
2．演　題　学校所蔵史料研究の意義と課題
3．要　旨
2003年以降、長野県諏訪市立高島小学校所蔵資料の整理・調査を進め、2016年度から科学研究費助成事
業基盤研究（C）「学校所蔵史料の総合的研究─近世から現代に至る学校と地域の関係史─」として共同研
究を開始した。本研究は、「学校」が何らかの意思を持って収集・保存し、その後、継続的に所有・保管し
ている（「所蔵」）文書資料（「史料」）を対象にした「総合的」な研究である。
これまで「学校所蔵史料」を十分に活用した教育史研究はほとんどなかった。ほぼ唯一の成果が、長野
県松本市旧開智学校所蔵資料の目録（ 3 冊）とそれをもとに編纂した史料集（前21巻）である。しかしこ
れらの成果を総合的に活用した教育史研究はまだ見られない。同県飯田市内の小学校を対象とした科研費
助成事業による研究（「飯田下伊那における学校史料と地域社会に関する基盤的研究」）も、史料の保存・
活用については今後の課題としている。また、作成された目録が「現状記録調査法」に則って配列されて
いるため活用しづらい嫌いもある。
そこで本研究では高島小学校所蔵の「資料」群を悉皆調査・整理することを目指し、目録の作成と配架
の整理を行い、本研究だけでなく、広く歴史研究が活用できるよう配慮した。本研究はまだ完結してはい
ないが、本年までに①高島小学校所蔵資料の概要を把握し、明治、大正、昭和戦前、昭和戦後期の仮目録
を作成し、②明治期・大正期の文書資料の悉皆調査とそれらの目録化（一件ずつに史料番号を付した）およ
び中性紙封筒への封入がほぼ完了した。さらに、明治期・大正期の注目すべき史料も抽出できた。たとえ
ば、授業や行事等の教育実践の記録、教職員の日々の職務の実態や自己研鑽の様子がわかる資料である。
今後はこれらを活用し、「学校所蔵資料を活用した「地域と学校の関係」史研究―近世後期から現代まで」
というテーマで共同研究を実施し、地域教育史研究の新たな方法論を追究していく。
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